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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用のペダル支持部であって
　第１の部分スピンドル（１）および第２の部分スピンドル（１）を備え、前記第１の部
分スピンドル（１）および前記第２の部分スピンドル（１）は軸方向に間隔を空けられて
おり、前記ペダル支持部はさらに、
　前記自動車の衝突時に変形可能な車体部分に接続されるブラケット（２）を備え、前記
ブラケット（２）には一対の側壁が設けられ、各側壁は外側を有し、前記第１の部分スピ
ンドル（１）および前記第２の部分スピンドル（１）は前記一対の側壁にそれぞれ解放可
能に取付けられ、各々の部分スピンドル（１）に設けられた厚みのある端部（７）は前記
側壁の外側から外方に突出し、前記ペダル支持部はさらに、
　前記自動車の衝突に対して安定した車体部分に接続されるステー（６）と、
　２つの平行リム（５）を含むクランプ（４）とを備え、前記リム（５）の各々は、前記
部分スピンドル（１）の一方に接続されると共に前記ブラケット（２）の前記外側に担持
され、衝突に対して安定した前記車体部分に対する衝突時に変形可能な前記車体部分の前
記自動車の正面衝突による相対的移動によって、前記部分スピンドル（１）に支持される
ペダルを解放するために前記リム（５）が前記部分スピンドル（１）を伴って互いから離
れてブラケット（２）との係合が解除されるように促される、ペダル支持部。
【請求項２】
　自動車用のペダル支持部であって
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　第１の部分スピンドル（１）および第２の部分スピンドル（１）を備え、前記第１の部
分スピンドル（１）および前記第２の部分スピンドル（１）は軸方向に間隔を空けられて
おり、前記ペダル支持部はさらに、
　前記自動車の衝突時に変形可能な車体部分に接続されるブラケット（２）を備え、前記
ブラケット（２）には一対の側壁が設けられ、各側壁は外側を有し、前記第１の部分スピ
ンドル（１）および前記第２の部分スピンドル（１）は前記一対の側壁にそれぞれ取付け
られ、前記ペダル支持部はさらに、
　前記自動車の衝突に対して安定した車体部分に接続されるステー（６）と、
　２つの平行リム（５）を含むクランプ（４）とを備え、前記リム（５）の各々は、前記
部分スピンドル（１）の一方に接続されると共に前記ブラケット（２）の前記外側に担持
され、衝突に対して安定した前記車体部分に対する衝突時に変形可能な前記車体部分の前
記自動車の正面衝突による相対的移動によって、前記部分スピンドル（１）に支持される
ペダルを解放するために前記リム（５）が前記部分スピンドル（１）を伴って互いから離
れるように促される、
　２つの前記部分スピンドル（１）は対向する内側端面を含み、少なくとも１つの圧縮ば
ね（１０）が２つの前記部分スピンドル（１）の間に軸方向に配置され、前記圧縮ばね（
１０）は前記対向する内側端面に担持される、ペダル支持部。
【請求項３】
　前記クランプ（４）の前記リム（５）は弾性があり、前記ステー（６）は端部を含み、
前記端部は端部側を含み、前記クランプ（４）は前記端部側に担持され、前記クランプ（
４）は、Ｖ字型に分岐するように前記ブラケット（２）の前記側壁に対して斜めに曲げら
れている、請求項１または２に記載のペダル支持部。
【請求項４】
　前記クランプ（４）の前記平行リム（５）は端縁を含み、ビード形状のふくらみ（１５
）が前記端縁に対して平行に設けられ、前記ビード形状のふくらみ（１５）は、前記部分
スピンドル（１）の一方を受け入れるための開口を少なくとも３辺で囲む、請求項１から
３のいずれかに記載のペダル支持部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
この発明は、請求項１のプリアンブルに記載の、自動車用のペダル支持部に関する。
【０００２】
この種のペダル支持部は、先行技術で公知である。ＤＥ　１００　１６　３４７．５は、
ペダルスピンドルおよびブラケットを有するペダル支持部を開示する。ペダルスピンドル
は、軸方向に間隔を空けられた部分スピンドルを有し、ブラケットの中に包囲される形で
取付けられている。ペダルスピンドルは、２つのハーフスピンドルから構成されるが、こ
れに代えて、ペダルレバーまたはブラケットに一体化されてもよい。この種のペダル支持
部の場合、ブラケットは、通常車体のフロントスプラッシュウォールに固定される。フロ
ントスプラッシュウォールは、ペダル機構のための構造的な空間でもある、自動車の足下
空間と、前部とを走行方向で仕切る。スプラッシュウォールは、事故の際、特に正面衝突
の際、変形して足下空間の方に押し出される危険のある車体部分に属する。このため、ス
プラッシュウォールに固定されるブラケット、およびブラケットの中に取付けられるペダ
ルが、運転手の足の方向に押し出される危険がある。したがって、運転手の足が負傷する
危険が高い。
【０００３】
冒頭で説明したペダル支持部は、ＤＥ　１９６　３１　８６８　Ａ１から公知である。そ
の中では、ペダルレバーを取付けるための配置が開示される。ペダルレバーは、吊るされ
た形で配置され、ブラケットと２つの縦方向の支柱とを含む。ブラケットは、自動車のス
プラッシュウォールに固定される。２つの縦方向の支柱の内側には、ベアリングスタブが
含まれ、この上に、中空設計であるペダルスピンドルが位置付けられる。さらに、拡張す
る装置が設けられるが、これは、たとえば、ウェッジとして設計され、ウェッジのための
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スライド面および支持点は、支柱の、足下空間の側の端部に設けられる。衝突の際、支持
点は、スライド面に沿ってスライドし、この結果、縦方向の支柱は、押されて離れ、スピ
ンドルスタブが中空のスピンドルから引き出されるため、ペダルスピンドルは、下方に曲
がることができる。
【０００４】
ＤＥ４３　４４　３８６　Ａ１は、自動車用のペダル機構を開示する。このペダル機構は
、ペダル支柱を有し、ペダル支柱には、２つの支柱リムが互いからある距離を空けて配置
されている。支柱リムの間には、ペダルが回動可能に取付けられ、ペダルスピンドルは、
その２つの端部で、ペダルスピンドルに向かって開いているスピンドルベアリングに挿入
される。ペダル支柱は、その２つの端部の領域に、ペダル機構を自動車の静止構成要素の
間に取付けるためのソケットを設けられる。各支柱リムは、変形の領域を有し、スピンド
ルベアリングは、支柱リムに接続され、静止構成要素の少なくとも１つを介してペダル支
柱に非常に大きい力が導入されると、ペダルスピンドルから解放される。ペダルが解放さ
れることによって、衝突の際に運転手が負傷する危険の大半は、確実に回避される。
【０００５】
この発明が基づく技術的な課題は、冒頭に説明したペダル支持部を設計するにあたり、ペ
ダル支持部が単純になり、少ない部品から構成され、かつ通常動作中に機能的に信頼がお
けるようにし、さらに、衝突の際、変形したペダルが足下空間に突出することにより運転
手が負傷する危険を、回避または少なくとも減少させるようにすることである。
【０００６】
冒頭に説明したペダル支持部から始めると、この課題は、請求項１に記載された特徴の組
合せからなるペダル支持部によって解決される。
【０００７】
この種のペダル支持部は、単純であり、少ない部品から構成され、取付けが容易で、かつ
通常動作中に機能的に信頼がおけるという利点がある。さらに、ペダルスピンドルの部分
スピンドルは、ブラケットが固定される車体部分が足下の空間の方に変形した場合、ブラ
ケット内の取り付け場所から解放され、結果として、ペダルは解き放され、足下空間の床
に落ち得るという利点もある。このことによって、衝突の際、特に正面衝突の際に、自動
車の運転手が負傷する危険が大きく低減される。この発明によると、解決のために２つの
代替の案が提示される。
【０００８】
　請求項２に記載の提案の構想では、少なくとも１つの、張力を加えた圧縮ばねが軸方向
に部分スピンドルの間に配置されて、部分スピンドルの内側端面に担持され、クランプの
平行リムは、固定された形でステー（stay）に接続され、リムの端部は、ブラケットの側
壁を越えて外側に突出する。部分スピンドルは、厚みのある端部を有し、平行リムと共に
その端部が、部分スピンドルを解放可能にリムに固定するための装置を形成する。この配
置では、スプラッシュウォールが足下空間の方に変形した場合、部分スピンドルの固定が
解放されるため、軸方向に作用するばね力が、部分スピンドルをブラケット内の取付け場
所から排出する。
【０００９】
　別の解決案の構想では、平行クランプリムは、弾性があり、変形の方向で部分スピンド
ルとの接続点の後方で、ブラケットの側壁に対して斜めに曲げられて、Ｖ字型に分岐し、
同じ方向に配置されかつクランプリムに対して相補的な態様で走るステーの端部の端部側
に担持される。この解決案は、次のように機能する。スプラッシュウォールが足下空間の
方に変形すると、ブラケット、および包囲された形でそこに取付けられる部分スピンドル
は、共に変形の方向に変位するが、衝突に対して安定した車体部分に固定されたステーは
、定位置に固定されたままである。クランプリムは、ステーの方に向かって動いて、ばね
作用に反して外側に広がり、さらに、このプロセス中に、部分スピンドルを包囲された取
付け場所から引き出し、部分スピンドルは自由になる。
【００１０】
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　ひとつの実施例の、クランプリムのビード形状のふくらみには、クランプリムをブラケ
ットの側壁からある距離に配置させる効果がある。この距離は、少なくとも部分スピンド
ルの厚みのある端部の長さに対応せねばならない。このことによって、部分スピンドルは
、確実にブラケットの側壁に対して垂直に保持され、傾かない。さらに、ビード形状のふ
くらみには、弾性のあるクランプリムを固くする効果があり、接触面を減らすことによっ
て、摩擦力を減らすという利点がある。
【００１１】
既に述べた利点およびさらなる利点は、添付の図面に示される例示的な実施例をさらに説
明する中で説明する。
【００１２】
〔詳細な説明〕
図１に示すペダル支持部は、部分スピンドル１とブラケット２を含み、ブラケット２は、
直角に曲げられた下方のリムによって、衝突時に変形可能な車体部分、たとえば、自動車
の足下空間の前にあるフロントスプラッシュウォールに固定される。部分スピンドル１は
、包囲された形でブラケット２の中に取付けられる。部分スピンドル１は、弾性のあるク
ランプ４の平行リム５に固定される。クランプ４のブラケット２の左右に配置された部分
は、平行リム５が予め応力を加えられた形でブラケット２の側壁の外側に担持されるよう
に、クランプ４のある部分（図示せず）によって接続される。この接続部分は、たとえば
、突出の面の上方または下方を走ってもよい。部分スピンドル１の平行リム５に対する固
定は、さまざまな方法、たとえばリベット締め、溶接または固く締め付けることによって
、行なうことができる。部分スピンドル１は、ブラケット２の外側に配置される、厚みの
ある端部７に固定される。部分スピンドル１の、反対にブラケット２の内側に突出する部
分は、ブラケット２の側壁に対して垂直に配置され、互いに整列する。
【００１３】
ブラケット２の固定リムの方向から見ると、つまり衝突の場合の変形の方向から見ると、
平行リム５は、部分スピンドル１との接続点の後方で、ブラケット２の側壁に対して斜め
に曲げられて、Ｖ字型に分岐する。クランプ４のＶ字型に曲げられた部分は、ステー６の
端部側に担持される。このステー６は、衝突に対して安定した車体部分、たとえば横断部
材に固定される。クランプ４のＶ字型に曲げられた部分が担持されるステー６の部分は、
同じ方向に走る。クランプ４およびステー６の、互いに担持される２つの部分は、相補的
な態様で形成される。このように下方から見ると、ステー６の図の上方領域では、ステー
６の一部分がその近隣の部分よりも低くなっていることがわかる。この高さの違いは、衝
突によって変形が起こった場合に、ブラケット２がステー６に当らずに、ステーの下を通
って動けるようにすることを意図している。
【００１４】
衝突の際のペダル支持部の機能は、次のように構想される。まずスプラッシュウォールが
変形すると、スプラッシュウォールとそこに固定されるブラケット２とは、ステー６の方
向に動く。部分スピンドル１は、包囲される形でブラケット２に取付けられており、クラ
ンプ４の平行リム５に固定されているため、クランプ４も同じ方向に動く。クランプ４の
Ｖの形に曲げられた部分は、ステー６の平行な端部の端面に担持され、ステー６は、衝突
に対して安定した車体部分に固定されているため、クランプ４の平行リム５は、この前方
運動中、広がる。この広がりが、部分スピンドル１の、ブラケット２の内側に突出する部
分の長さを越えると、部分スピンドル１は、ブラケット２の中の取付け位置から解放され
る。
【００１５】
部分スピンドル１が取付け場所から解放され、ブラケット２の内側に突出しなくなると、
部分スピンドル１に取付けられたペダルレバー（図示せず）は、支持を失い、自動車の足
下空間に自由に落下する。結果として、ペダルレバーが足下空間に突出することによって
運転手が負傷する、衝突による危険は回避される。
【００１６】
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　図２は、図１の詳細ＩＩにほぼ対応する、平行リム５の端部の斜視図である。ここに示
される、平行リム５の側縁は、上方に垂直に曲げられている。リム５の端部は丸みがあり
、この丸みのある端部の中心には、接続孔１４がある。この接続孔１４は、部分スピンド
ル１の厚みのある端部を固定するのに、たとえばリベット締めに、好適である。ビード形
状のふくらみは、少なくとも３辺で接続孔１４の周りを走り、端縁に対して平行に走る。
ビード形状のふくらみは、弾性のあるクランプリムを固くする効果がある。
【００１７】
　図２を参照すると、クランプ４および平行リム５の設計は、図１の例の右側で切欠き図
で示されるため、容易に理解することができる。クランプ４は、ビード形状のふくらみ１
５の頂部でブラケット２の側壁の外側に担持され、さらにステー６の曲げられた端部の端
部側に担持される。頂部と支持表面との間の接触面が最小限になることによって、それら
の部分間の摩擦力は、それに対応して低減される。図示の実施例では、ビード形状のふく
らみ１５の高さは、部分スピンドル１の厚みのある端部の、ブラケット２に担持される部
分の厚みより大きくなるように選択される。結果として、部分スピンドル１の傾斜は、平
行リムによって回避される。これは、部分スピンドル１が平行リムに固定され、平行リム
は、予め応力が与えられるため、ブラケット２の側壁３の外側を押圧するからである。こ
のことは、この種の傾斜が、部分スピンドル１をブラケット２の中の包囲された取付け場
所から引き出すときに障害となり得る場合には、重要である。
【００１８】
図３は、ブラケットが取付けられる車体部分が衝突によって変形した結果としての位置で
の、図１に記載のペダル支持部を示す。スプラッシュウォールは、破線によって示される
が、そこにブラケット２が、垂直に角度をつけられたリムによって固定される。図示の例
では、スプラッシュウォールは、衝突による変形の経路１６の分だけ、ステー６の方向に
変位している。この変位によって、クランプ４、および対応する平行リム５は広がって、
部分スピンドル１がブラケット２の包囲された取付け位置から解放される。それまで部分
スピンドル１の、ブラケット２の内側に突出する部分に取付けられていたペダルレバーは
、支持を失い、自由に動くことができる。ペダルレバーは、足下空間の床に落ちるため、
車体に固定されて足下空間に突出することはなくなる。
【００１９】
この発明によるペダル支持部の他の実施例を図４に示す。この例では、部分スピンドル１
の厚みのある端部は、円周方向の溝８を有し、この溝はブラケット２の側壁３に対して平
行に配置される。平行リム５は、軸方向に交差して、開口部９を有する。開口部９は、直
径が異なり、衝突による変形の方向で、一方が他方の後ろに配置され、円周が半分重なっ
ている、２つの円の形を有する。この配置では、変形の方向で前方にある半円の直径は、
溝の基底部の直径に対応し、その後ろにある円の直径は、少なくとも部分スピンドル１の
厚みのある端部の外径に対応する。衝突による変形の前の初期状態では、部分スピンドル
１は、その溝９によって、小さい方の開口部の円に固定される。２つの圧縮ばね１０は、
部分スピンドル１の間で、前後に配置されており、前記圧縮ばねは、ベアリングチューブ
１１の内部ウェブ１２によって分離される。内部ウェブは、部分スピンドル１の内側端面
に対して平行に走り、圧縮ばねは、前記内部ウェブ上で支持される。ペダルのベアリング
チューブ１１は、ブラケット２の側壁３の間に延在し、部分スピンドル１の、ブラケット
２に突出する部分に取付けられる。クランプ４は、ステー６（図示せず）と一体的に接続
され、ステー６は、衝突に対して安定した車体部分に固定される。
【００２０】
衝突前の初期の位置では、部分スピンドル１は、平行リム５に固定される。平行リム５は
、円周方向の溝８によって開口部９の小さい方の半円に取付けられることにより、ブラケ
ット２の側壁３に固定された形で担持される。この例示的な実施例では、クランプ４の平
行リム５は、固いか、または圧縮ばね１０よりも遥かに大きいばね抵抗を有する。結果と
して、圧縮ばね１０によって予め応力を与えられている部分スピンドル１は、溝８が小さ
い方の半円にしっかりと係止されている限り、この位置に保持される。衝突によってスプ
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ラッシュウォール（図示せず）の変形が起こり、対応してブラケットが自動車の足下空間
へ移動した場合、ブラケット２は、側壁３に部分スピンドルを包囲した形で取付けたまま
、ペダルスピンドルを前方に運ぶ。結果として、部分スピンドル１は、開口部９内で前方
に変位し、厚みある端部は、直径が少なくとも厚みのある端部の外径に対応する、開口部
の部分に位置付けられる。結果として、部分スピンドル１の平行リム５に対する固定は中
和され、部分スピンドル１は、予め応力を加えられた圧縮ばね１０によって、外側に広が
ることが可能となり、部分スピンドル１の部分は、側壁３の間でブラケットの内部に突出
しなくなる。このため、ペダルベアリングチューブ１１の支持部は脱落して、自由に動く
ことができる。この場合、支持部は足下空間の床に落ち、足下空間に突出することはない
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　下方から見た場合の、初期状態のペダル支持部を示す図である。
【図２】　図１の詳細ＩＩによるクランプの端部の斜視図である。
【図３】　図１によるペダル支持部の、衝突後の押し込まれた状態を示す図である。
【図４】　ペダル支持部の別の実施例の斜視図である。
【符号の説明】
１　部分スピンドル、２　ブラケット、３　ブラケットの側壁、４　クランプ、５　ブラ
ケットの平行リム、６　ステー、７　部分スピンドルの厚みのある端部、８　厚みのある
端部を備えた溝、９　開口部、１０　圧縮ばね、１１　ペダルベアリングチューブ、１２
　内部ウェブ、１３　ステーの端部、１４　平行リムを備えた接続孔、１５　平行リムの
ふくらみ、１６　衝突による変形の経路。

【図１】 【図２】
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